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第10期継会開催.10団 体12電の方より発言
山田理事長遅任.覇 笹員体調ヘ

8月 19日に愛知働くものの健康センター第10期総会を、27団体40名の参加
で開催 しました。冒頭、近森理事から開会のあいさつと議長の選出の提案
があり、宮崎理事が議長として選出され、議事に入りました。

最初に、理事会・事務局を代表して佐々木事務局長が総会議案を一括して報告提案 しま
した。続いて、鈴木監事・理事より、会計監査報告とセンターホームページ、センターニ

ュース編集について発言がありました。

休憩後の討論の冒頭、水野弁護士(副理事長)から、「労災保障の闘いの現状と課題」
の特別報告がありました。

討論は、 10団 体 12名 の方々に発言をいただきました。発言された方々と内容は以
下のとおりです。鈴木さん(過労死家族の会と鈴木過労苑・団体生命住友電設裁判)、松井
さん(松井過労死東海銀行裁判)、近藤さん(住軽金関連団体生命保険裁判)、玉置さん。浅
野さん(名台屋市保育園業務士健康裁判)、林さん(スミケイ運輸地労委救済命令)、愛教
労(義務制学校の労安活動と教職員部会活動)、名水労(上下水道局再編と職場の労安活動)

〈2へ
°一デ′、1院く〉

今後の当面の日程
第1回理事会      lo月 5日 (木)18時 30分 小 会議室

労間研 「現代日本の職場労働」集会
10月14日(止)13時  労 働会館本館会議室

現代労働負但研究会総会 10月 21日(上)午後～22日(日)昼 神 戸
全国センターいのちと健康を守る全国活動交流集会

10月28日(土)午後～29日(日)昼 愛 知・豊橋
団体生命保険連絡会議  10月 29日(日)午後 豊 橋
第2回拡大事務局会譜   11月 2月 (木)18時 30分 セ ンター事務所
過労死を考える集い   11月 22日(水)東 京 昼 ・要請行動 夜・集会
あいち労働安全衛生学校 (愛労連・社保協合同主催 センター協力)

12月2日 (上)14:00～3日 (日)12:00(大山市・迎帆楼)
第2回理事会      12月 7日 (本)18時 30分 小 会議室

全国センター総会    12月 15日(金)14時  東 京
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愛労連 (いのちと健康守る活動の位置づけと労安学校・対策委員会立ち上げ)、名南労連 (地

域でのいのちと健康での共同)、加藤さん(医療事故と増員
・労安活動、労災病院の再編)

です。討論の内容をふまえてのまとめと補足を佐々木事務局長が行いました。

この後、議案の採決と新役員の選出を全員の拍手で確認しました。新役員を代表して、

日渕医師幅町理事長)が、働 くもののいのちと健康を守る活動と医師としての活動、民医

連の活動にふれながら挨拶されました。

最後に、今期で理事長を退任される山田信也先生が、愛知のセンタ
ーの活動10年、全

国センター設立と活動をふまえてお話しされました。

閉会のあいさつは、加藤副理事長が行い、この後有志で懇親会をしました。

センターの役員体制は、健康と年齢、振動障害の研究に専念されるため山田理事長が

退任されましたので(全国センター理事長も先の理事会で確認)、後任人事は理事会
,拡大

事務局会議で協議 してきましたが、総会時では確定できないため、当面副理事長が代行

することになりました。また、佐々木事務局長も全国センタ
ー常任理事・夜勤長時間労働

研究会の担当や労働運動の調査研究、全国的な講演や執筆活動が多忙になり、本人の意

向により10期で事務局長を宮崎事務局次長に移行してゆくことになりました。また、事

務局体制を強化 してゆくために、近森理事に事務局次長に就任してもらい、理事の拡大

事務局の拡充もはかりながら事務局の体制と活動をすすめてゆくことにします。

山田前理事長には顧間として就任 してもらい、併せてセンタ
ーの設立・活動に大きな役

割を果たしてきていただいた中原東四郎さん (元センター副理事長)にも顧間になつてい

ただくことになりました。

10年を迎えたセンターの活動を、今後もみなさんと共に協力・共同してすすめてゆきた

いと思います。どうぞよろしくお願いしまう。

第10期の事業・活動計画 船 会で換定
■職場の労働安全衛生活動 と活動家づ くり                f

(1)第9期では、センターも協力しての労働組合で労働安全衛生担当者会議、労働安全衛生

学習をすすめてきました。 (自治労連、名古屋市職労、名水労、医労連、愛高教、名高教、

名港労協、新聞労連、生協労連など)。第10期では、さらにセンタ
ー参加の労働組合で

の担当者会議、対策委員会の開催や学習会、講座、調査活動などをすすめます。産別

や民間中小の共同の取り組みも強めます。

(2)愛労連は、センターと協力してあいち労働安全衛生学校を労働安全衛生活動交流を含

めて開催しました。また、全労連の労働安全衛生活動のアンケ
ー ト調査活動をすすめ

ました。また、これを機会にいのちと健康対策委員会と体制をつくりだしていきます。

10期も引き続きセンターも協力して愛労連主催 「あいち労働安全衛生学校」(12月2

日〈土〉午後～ 3曰 く日〉昼を、社保協との合同学校として開催し、そこで職場の労働安

全衛生活動学習交流もします。

(3)職場・労安活動見学会と懇談は、9期そは計画できませんでしたが、要望も多く10期
では職場,労安活動見学を計画します。

(4)愛知健康センターの活動の成果。到達、いのちと健康を守る課題、学習要求内容を中

心にしたいのちと健康学校、講座を医学者・医師・弁護士・専門家の協力を得て開催し、

学習と活動交流の場にしてゆきます。また衛生管理者資格取得のための講座を検討し

ます。

(5)全国センターの2000セミナー(東・西)にも愛知から積極的に多数参加 して学習と活動

交流を深めました。秋に行われるいのちと健廉を守る全国活動交流集会 (10月28日～
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29日愛知・豊橋)は地元で開催ということt)あり、積極的に多数の参加と集会運営の

協力をしてゆきます。また、来年開催の2001セミナー(6月予定)に1)多数参加 して学

習・交流を強めます。                ′

日いのちと健康を守る地域の運動

(1)病気理由の解雇を許 さず職場復帰させるたたかいを機会に、みなと地城でいのちと建

康を守る運動とたたかいの共同をすすめてきました。介護シンポと自治体申し入れ、

地城の活動交流、職場の労働安全衛生アンケー トと交流集会などをおこない、昨年
11月にみなといのちと健康を守るセンターを設立しました。また、センターも協力し

て港の労安活動、地域でのいのちと健康を守る運動を中″いにした全国港湾シンポが開
かれました。10期はこれまでの活動をふまえ、参加団体による健康アンケー トを共同
して取り組みます。

(2)住友電設 。過労死認定 ・団体生命保険鈴木裁判を支援する一宮地域では、裁判支援 ・

総行動などの支援の会の運動がすすめられ、団体生命保険では勝利和解が成立し、報

告集会も開催されました。過労死認定裁判では地裁で勝利判決が勝ち取られましたが、

労働局が控訴し、高裁で闘われています。勝利判決に向けての運動が進められていま

す。また、一宮健康大学の開催、
一宮争議支援集会などの活動も展開されています。

今後もいのちと健康を守る共同と運動を拡げてゆきます。

(3)名古屋南地域では、名南労連の要求活動交流集会で働くものの健康・生活・労働問額が

とりあげられ、これを継続したとりくみにしています。南医療生協労組、名南会労組
の労安活動や大同の在職死をなくす運動などの地域の共同をはかります。名古屋中地

域では、栄総行動で過労死家族の会労働基準局交渉・支援の運動がすすめれています。

西三河地域 (トヨタ関連)でのいのちと健康を守る活動をすすめてゆきます。他の地域

でのいのちと健康を守るとりくみの計画を準備 します。

(4)中小商工業者のいのちと健康を守る運動も、この間、愛商連の

営業と健康アンケー ト調査の分析などで共同してきました。自

営業者や家族のいのちと健康を守るとりくみも民間中小零細企

業労働者をも視野にいれた地域での共同を検討してゆきます。

■過労死・過労自殺・労災・職業病・団体生命・裁判・争議の支援と共同

(1)家族の会鈴木裁判では、団体生命保険が勝利和解で解決 し、過労死裁判や)一審で勝訴

しましたが、労働局に控訴され高裁で係争中です。これらは「全国過労死を考える集

い」で全国の家族の会を励ますものでした。東海銀行松井裁判も重要な段階を迎えて

います。名古屋過労死家族の会の支援をいつそう強めます。

(2)住友軽金属・近藤団体生命保険裁判や住軽金関連の裁判・争議 (過労死・団体生命・出向・

降格差別)の支援をみなとの地域センターとすすめてきました。東京での中央総行動

や全国集会での訴えで署名も大きく広がり、裁判闘争も大きく拡がつています。

11月22日の全国過労死家族の会・過労死をなくす集いを成功させます。

(3)長年裁判闘争を続けてきた名古屋市職労労災認定闘争 (調理員)が一審で勝訴しまし

が、不当にも基金支部が控訴して、高裁でたたかわれています。名古屋市職労、自治

労連愛知県本部と共同して支援を強めます。また、基金支部民主化、公務災害認定に

関しての自治労連 ・全教のアンケー ト調査活動をすすめます。

(4)センター参加団体 ・個人や大企業での労災 ・職業病 ・過労死 ・過労自殺、それに過労

死弁護団関連などセンターに関わるいのちと健康を守る運動とたたかいを、過労死弁

護団、国民救援会、愛知争議団とも連携共同して支援 してゆきます。
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山田信也発生.受知健康センタ…理事長をど遅任
感動間を遅任のど路拶

″

山田信也先生は、愛知の健康センター設立当時から、センタ
ー理事長

としてご尽力いただきました。10期を迎えるに当たつて、健康と年齢、

さらに研究にご専念のため、理事長を退任されることになりました。

総会の最後に山田先生からご挨拶を頂きました。その全文をご紹介す

ると同時に、今後の愛知健康センターやいのちと健康を守る運動の指

針としたいものです。

私は、健康上の理由と年齢が70歳になることから、全国センター理事長と愛知センタ
ーの理事長を退任させて頂くことになりました。

振 り返つてみると、私は1950年に、名古屋南部でのセッツルメントの仕事を手伝 うこ

とがきっかけになつて、働く人たちの健康問題に取り組むようになりました。左京山に

あつた名古屋造船の社宅にでかけたのが最初で、港区の港湾地域の社宅街に何度も行き

ました。戦災の後の復興の時期には、貧困と過労とそれによる病気が多く、労働災害に

よる怪我や職業病は数多くありました。私の入学した名古屋大学には全国に先駆けて、

労働衛生を専門にした講座が1937年に開設されていたことは、私には、幸運なことでし

た。労働を医学の対象にする分野があると―いうことを知つたときの驚きや、嬉 しかった

ことは忘れられません。

たくさんの現場を観察したり、環境や健康状態の調査に参加 しながら、労働の環境や

労働そのものを観察し、分析する基本を学びました。そして、どうしたら健康に有害な

影響を与えることを予防できるのか、を考え、その具体的なや り方を身に付け、学問の

基本にしていくことを自分の一番大切な目標にしました。

当時の企業の雰囲気は、「企業あつての労働者」でした。病気や怪我のために、働きが

悪くなつて解雇されてしまったり、賃金が減ってしまって貧乏が重なつていく例は数多

くありました。たくさんの重症の職業病の発生が、職業病の研究を促 しても、予防は容

易に進みませんでした。それは、予防のためには、環境の改善や、危険な働き方、無理

な仕事のや り方、負担の大きなノルマを改善しなければならず、それは医学の仕事では

なく、企業と労働者の仕事なのであり、働 く人々が自ら取り組むことなしには、成功し

ないことなのです。その成功のために、私は医者として何をしたらいいのか。そうした

考えを持つことが大切だということに、私は次第に気付くようになりました。それから
の50年は、それへの答を出すために、働 く皆さんと一緒に勉強し、実際の活動をやって

きたようなものです。
いま、国際的な競争に生き残るためだ、という掛け声で押し進められている厳 しいリ
ス トラ 「合理化」は、大企業の無慈悲な大量の解雇を生みだし、これに対する働く人々

の抵抗は、まだまだ小さなものです。50年前の、当時の 「企業あつての労働者」という

考え方は、50年たつても同じように見えます。 しかし、この間に、働く人々の、いのち

と健康をまもる取り組みは、紆余曲説の道を歩みながら、確実に前進しました。それは、

労働安全衛生法の充実や、過労死をなくす取 り組みの中から、労災認定のあり方を批判

する裁判判決が生まれたことなどにも反映 しています。働く人々のいのちや健康を大切

にすることが、企業の社会的責任として問われる雰囲気は、徐々にではありますが、高
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まつてきています。

愛知のセンタ
ーは、この10年近い努力のなかで、新しい活動が生まれ、21世紀を目指

す取 り組みの土台を築いてきました。愛知の労働組合の運動の中にしつかりと根を下ろ

して発展したことも画期的なことです。全国ではじめての地方センタ
ーを育て、北海道、

大阪、九州をはじめ各地のセンタ
ーと共同して、全国センターを生みだす土台作 りにカ

を尽くすこともできました。そして全国に先がけて大都市に地域センタ
ーを生みだすに

いたりました。

私は、こうした努力は、国の内でのみならず、世界中で育てられている、働く人々の

人権を大切にする、大きな流れに繁がるものだと思います。1919年、 8時 間労働 と残業

の上限規制を盛 り込んだ第 1号 条約の成立によつて、20世紀の歩みを開始した ILOは 、

1970年代に、労働の人間化を掲げ、働 く人々の取り組みにとどまらず、学問や社会の流

れに極めて大きな影響を与えました。いま、国際競争の激化によつて働 く人々の人権が

危 うくなつているときに、21世紀の戦略目標 として、「Decent Work」 (よりましな、生

きがい、働き甲斐のある労働)をかかげました。私たちも、この目標を掲げて、もっと広

い、愛知の働 く人々の日常の労働や生活の中に根を下ろすことができるように、努力を

したいものです。そうした取り組みを土台にして、世界の働く伸間と連帯していくこと

ができるように、私たちの取り組み方に、大きな転換を生みだす工夫が必要だと思いま

す。

50年を振 り返つてみるなかで、1965年から始まり、今日でも続いている、国有林での

振動障害の予防の取り組みは、私の人生の大切な体験でした。長い年月、働く人々と専

門家が共同して努力を続けることの意義を、働く人とともに生きることの意味を、私に

確信させてくれました。そして、1967年に創立された総評時代の日本の労働者安全セン

ターの参与として、多くの職場の労働安全衛生活動に加わり、また雑誌 「いのち」の編

集や安全衛生学校の講座の企画に協力したことは、私に貴重な経験を与えてくれました。

この経験を、新 しい愛知のセンタ
ー、そして全国センターの設立とその発展に役立てる

ことができたことは、本当に嬉 しいことです。そして、愛知の取り組みの中から、全国

の働 く伸間の取 り組みに役立つ多くの実践を、皆さんと
一緒に育てることができたこと

は、幸せなことだと思つています。

私は愛知のセンターの理事長を退任しますが、これからも、皆さんの取 り組みに役立

てるように、心がけていきたいと思います。やがて、愛知に国際的な連帯の経験が育つ

ことを心から期待しています。

◇◆◇◆◆◇◆◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

ホ野弁護と.専門家の立場で
労奨補償の問いの現様と問題点を指摘

8月 19日愛知健康センターの総会において、議事討論の冒頭、水野幹男弁

護士より 「労災補償の闘いの現状と課題」と題して、特別報告がありました。

その内容は、以下のとおりです。
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労災補償の闘いの現状と課題
弁護士 水  野  幹  男

第 1労 災認定の聞い

1 監 督署長に対する認定申請と労災認定

*当 地では昨年末に脳・心臓疾患で 2件 、過労自殺で 1件 の労災認定の成果があつた。

*中 部電力の労働者の過労自殺、現在 1件 労災認定申請中、

近日中に、もう1件 申請予定。

*某 新聞社の人事部長の過労自殺を労災認定申請中

2 過 労死労災認定訴訟

① 住 友電設鈴木喘息死事件
…… ――審勝利判決 (1999.9.13)

*名 古屋高裁における控訴審の闘いは証人の採否を巡る重要な局面

② 東 海銀行松井急性心不全事件
……。一審敗訴 (1998.2.10)

*名 古屋高裁における控訴審………9月28日判決言い渡し  <敗 訴>

③ トヨタ自動車係長の過労自殺事件

*名 古屋地裁の審理は大詰めにきている。証人の採否を巡つて重要な段階。これに

勝訴すれば世論にあたえる影響は大きい。 ト ヨタシステムの過密労働の実態を判

決という形で明らかにできる。

*過 労自殺などに関連する病状の認定基準は、国際疾病分類第10版 (これを略して

「ICD-10」 という)に 基づいている。今後もこの ICD-10基 準と照らし合わ

せて、病状の程度が診断される傾向がある。

第 2 過 労死損害賠償請求訴訟

1 富 士タクシー鈴木損害賠償請求事件……名古屋地裁係争中

*労 災認定を受けている

2 あ さくま出下過労死損害賠償請求事件…
…。名古屋地裁係争中

*あ さくまの支配人の過労死、労災認定はされている。

3 東 海銀行松井損害賠償請求事件………名古屋地裁係争中 次 回公判10/25 13:10

4 大 同特殊鋼吉川過労自殺損害賠償請求事件

*若 い経理マン。長時間労働。裁量労働が大きな争点になつている。

*近 いうちに証拠調べが始まる。

5 中 部電力の労働者過労自殺損害賠償請求調停申立

(前記の労災認定申請と同
一の事件)

第 3 今 後の課題

1 相 変わらず長時間労働、過密労働による過労死が多い

2 メ ンタルヘルスについての取り組みの重要性

*メ ンタルヘルスについて、労働組合における取り組みが重要

*う つ病への理解を深めること
・うつ病に対する偏見が、本人にも労働者の間にも存在している。
・うつ病に対する偏見を、全て払拭する必要がある。
・うつ病は 「,いのかぜ」であり、誰しもが罹患する危険があることを

認識するべきである。

*過 労が原因で発症することへの理解を持つことが大切

*心 がかぜをひいたら、早期に医療機関に受診する。医療機関に受診しないで自殺
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にいたるケースが多い。

過労自殺により、残された家族のケアとサポ
ー トの取り組みの重要性

*家 族の会を作リサポ
ー トする必要がある。     ′

支援運動の
一層の取 り組みの強化

*訴 訟を闘つている人は大きな負担がある。支援運動を
一
層強化する必要がある。

労働基準監督署の不当な調査、訴訟における応訴態度を改めさせる運動の重要性

*労 働基準監督署が、プライバシ
ーを侵害する調査をすることになるのは極めて問

題がある。 以  上

週労弱研勇会.オタフクソース事件を研窮協議
9月 7日 (木)午 後 6時 より水野弁護士事務所にて、過労死研究会が開かれ

ました。今回は、オタフクノ
ース事件判決を題材とした、過労自殺について

学習を深めました。講師は岩井弁護士。健康センタ
ー 2名 、過労死家族の会

3名 を含め、合計11名の出席で開催され、オタフクソ
ース事件についての判

例を題材に、活発な討論がなされました。

■事件の概要

(1)被告……オタフクソ
ース、イシモ ト

被告オタフクノースは、広島にある調味料の製造販売業者。

被告イシモ トは、被告オタフクノ
ースの一製造部門であり、取締役の大部分が被告

オタフクノースの取締役であり、従業員も頻繁に流動している。被告イシモ トの製

品はその全てが被告オタフクノースに納入されている。

(2)当事者……原告の子ども、男性K氏

1971(S46)。3.12生 大 学在学中に父親が死去

1993(H5), 3

1993(H5).4.11

1993(H5).10. 1

北九州市の大学卒業

オタフタソース入社

イシモ トヘ転籍

特注ノース等製造部門で、ソース、たれ、合せ酢 (寿司など用で特別

注文の酢)を製造する業務に従事していた。当初、特注ノ
ース担当だつ

たが、H7.6.1か ら合わせ酢の担当に。これは裁判の争点の
一つc

1995(H7), 9。 30 イシモ トの工場内で自殺をはかり、病院に運ばれたが手当の甲

斐なく病院で死亡。享年24歳

(3)原告の請求

被告らの安全配慮義務違反を理由として、労働契約上の債務不履行 (民法415)及び不

法行為責任 (民法709,715,719)に基づく損害賠償請求。

(4)前提事実
・オタフクノースはK氏 に対して実質的な指揮命令権を有しており、安全配慮義務は

認めている。
・1997年12月22日、K氏 の死亡については労災認定されている。
・K氏 に精神病の通院歴はない。 (ただし、原告である母親が″い配 して 9月 28日に神

経科に電話し、翌29日の予約を取つたが、Kが 元気そうに見えたので受診を口に出

せなかつたという経緯がある。
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■K氏 の業務内容

(1)内容

各製品の製造業務。原料の投入、加熱、攪拌、分析、運搬などる帽子、作業服、靴底

から30cm、重さが左右一足で1.8kgの靴を履いての作業。

(2)時間管理

タイムカー ドあり (ただしH7.9.21以降廃止)。退出時に自ら終業記録用紙に始業時間、

就業時間、早出時間数および残業時間数を自己申告するシステム。

(3)健康対策 年 1回の集団検診を実施。

(4)職場の労働環境 夏 場では40℃にもなる劣悪な職場環境。冷暖房効果なし。事件後、

公判の最中(H8.9.25)にク
ーラーが設置された。

■裁判の争点

(1)K氏のうつ病による自殺と業務の困果関係の認定を求める

(2)被告らの安全配慮義務違反の認定を求める

(3)損害賠償額として、逸失利益、慰謝料、弁護士費用等の支払いを求める

■判決の判断は ?

(1)K氏の自殺と業務との因果関係

①K氏 の心身の疲労と精神的負担
・心身の疲労

午前 5時 、 6時 といった早朝から出勤しての作業であり、作業全体で見ると

密度の濃いものである。平成 7年 8月 の盆休みには、特注ノ
ース等の製造量

が増加 し、折からの熱暑に加えて作業が過密かつ長時間に渡るものとなつた。

そのため脱水症状を起こして、病院で診祭を受ける。 9月 13日にも受診。

裁判では、心身の疲労については、「K氏 は、日々の作業により慢性的な疲労状態にあ

ったと推認することができる」と認定されている。
・精神的負担

平成 7年 9月 8日 以降、経験の
一番長い自分が、特注ソ

ース等の製造部門を

失敗の無いように運営してゆかなければならないとの気持ちを強く持つよう

になつた。さらにY氏 (平成 7年 4月 入社。 6月 K氏 と同じ職場に配属)ら

は失敗を続け、かつその失敗は自己の責任ではないといつた対応をすること

から、Y氏 らに対してどのような指導を行えば効果的であるかについて悩む

ことが多くなる。

裁判では、「その精神的負担が増大していつたもの」と認定されている。

②K氏 のうつ病発病の有無及び程度
・ うつ病とは
「うつ病とは抑 うつ気分と病的哀感を特徴 とする気分(感情)障害の状態 (うつ状態)

であって、その主症状は抑 うつ気分であり、その他に、不安、行動面の制止、思考

活動の抑止、自責感や卑小妄想、不眠、頭痛、食欲不振、性欲低下などの症状が見

られる。」と認定。
・診断基隼について

診断、程度について国際疾病分類第10回改訂 (ICD-10)の 基隼を紹介 し、この基

準が採用され、うつ病の診断基準とされた。
・ICD-10を K氏 へ当てはめると

ア.9月 22日ころにおいては、前記基本的症状はいずれもその存在を肯定することができ、
一般症状のうち、「将来に対する希望のない悲観的な見方」ないし 「食欲不振がある
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とされている」状態が存在したと言 うべき(事実と各個の個別的あてはめはしていな

い)。前記診断基準に照らせば、「中等症 うつ病エピノ
ー ドの状態」であつたと認定。

イ.林道倫精神科精神神経科病院 南 雲興志郎医師     ′

意見書において、「ICD-10基 準による中等症 うつ病エピノ
ー ドの診断基準を満たし、

従来の診断名では反応性 うつ病の状態」と診断。

ウ.西落合診療所長 日 本精神神経学会理事 松 下昌雄医師 (被告側専門医)

意見書において、「軽症うつ病エピノ
ー ド又は中等症うつ病エピノー ド」と診断。

<結 論>

裁判では、K氏 は、平成 7年 9月 22日ころの時点で、 ICD-10診 断基準にいう 「中等

症うつ病エピソー ドの程度のうつ病を発病」と認定。

③K氏 がうつ病を発病した原因

心身共に疲労していた状態を認定。 しかし、家庭環境、交友関係、個人生活等がK

氏をうつ病に罹患させたと合理的に推認できるような事情ほ認められない。従つて、

慢性疲労にあつたところ、人的環境の変化からその打開策に思い悩んだ結果、うつ病

に羅患したと推認できる。このように認定したことは大変評価できる。

なお、松下医師が内因性 うつ病であると認定したことに対しては、精神疾患の既往

歴がないこと、家族に精神疾患の既往歴のある者がいるとみとめるべき証拠が無いこ

となどを理由に、大部分は業務に起因すると認定している。

④K氏 の自殺とうつ病罹患

うつ病罹患者の自殺率は高いにもかかわらず、K氏 が、うつ病を罹患していたと認

められる頃からK氏 の負担を軽減させたことがない。その上、Y氏 らの仕事ミスが続

いた。

<結 論>

裁判では、「自殺は、うつ病によるうつ状態進行の中で衝動的、突発的になされたもの」

と認定。

⑤まとめ

被告イシモ トでの業務とうつ病発症との間に相当困果関係を認定。さらに、うつ病と

K氏 の自殺との間にも相当因果関係を認定。

さらに判決では被告らのK氏 に対する安全配慮義務違反の有無について次のように述
べている。
「事業者は、労働安全衛生法の規定に照らし、労働者の心身両面における危険又は健

康障害を防止することを目的として、措置を講ずべきことが求められているとい うこ

とができる。」
「事業者には労働環境を改善し、あるいは労働者の労働時間、勤務状況を等を把握 し

て労働者にとつて長時間又は過盤益当騒 _と_ならない用に配慮するのみならず、_労働者が

労働に従事することによつて受けるであろ_う心理面又は精神面への影響にも十分配慮_しぶ_

それに対して適切な措置を話ずバき義務を負っていると解される。J

これは、メンタルヘルスにも配慮しなければならないと認定していることになる。
,/～ /～ /～ ″～ /～ ″～ /～ ′～ ′～ /～ /1
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近藤団体生命保険裁判の判決日
12月11口t月)と換まる躍

泌栃解疹親酔ワンア        を

9月 11日 (月)の 結審法廷には、豪雨にもかかわらず傍聴席は満席で、裁判所が続子

を増席 しても足りず、今回も10名以上が後ろに立って傍聴する状況でした。

原告・近藤弘子さんの、「結審にあたり、
一言申し述べたいと思います。」との言葉で始

まる最終陳述が法廷に響くと、裁判官も身を乗り出して聞いていました。

続いて水野幹男弁護士が、先に提出した、500ペ
ージにも及ぶ準備書面 (30号と32号)

を補充する準備書面33号を力を込めて陳述 しました。

この間、住軽金と生命保険会社 9社 の各代理人は、苦虫を噛みつぶしたような顔をし

て聞いていましたが、最後まで黙つたままで結審しました。そして、裁判官が

『判決 は、 12月 11日 (月)午 後 1時 10分 に行 う。」

と伝えて閉廷しました。

1997年1月 20日の第 1回公判以来、約 3年 8ヶ 月、これまでに19回の公判と2回 の弁

論準備を行つてきました。

この間、支援する会も、97年5月 23日に発足以来、皆さんのご協力を頂きながら、公

判毎に宣伝活動を行い傍聴に参加 し、10万署名をすすめてきました。お陰様で、署名は、

9月 11日までに団体署名は目標を大きく突破 して 3,119筆 6個 人署名は 57,850

筆を裁判所に提出しました。残 り4万 余筆を何としてもや り遂げて、勝利判決を勝ち取

ろうと原告の近藤弘子さんを先頭に、 10万 署名の要請に東京、大阪、京都などに出か

けて訴えています。

以上のような状況ですので、署名用紙は、何とぞ
一筆でも結構ですから、ご家族、ご

近所の方の署名を、団体会員の場合は団体署名を、大至急、集めて返送をお願いいたし

ます。署名用紙が不足の場合は、お手数ですが、愛知健康センタ
ーまで連絡 して下さい。

なお、署名は、_1_0月_1_1_日ふ_1_1月 _L望月に桑出する予定です。また、最終は、

11月 30日 に提出予定です。

「団体生命保険」近藤裁判 /AA正判決要請署名数

団体署名 :  」 タゴどθ筆

個人署名 :σ 」夕Jゴ ∂筆

10月 10日 現在、公正判決要請署名数は、皆様のご協力により上記のような数にな

りました。 10万 筆を目標に取 り組んでいます。今後も、是非ご協力下さい増すようお

願いいたします。
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近開弘子さん最経藤述
故直末さんの書え.思いを勲く語る

(9月11日結審法廷での近藤弘子さんの最終陳述全文を掲載しまし,D

結審にあたり、一言申し述べたいと思います。

私の夫は、人一倍正義感の強い人でした。
「職場の誰もが健康で人間らしく働きつづけられるようにしたい」と願って常に行動
してきました。

それだけに、過労死裁判を通 して知つた団体生命保険の実態については 「こんなこと
が許されるはずがない」「このような人権侵害は止めさせなければならない」と、この運
動に取り組んでいました。

支援 していた住友電設の鈴木過労死裁判では、「喘息で倒れるまで19年間働き続け、そ
の退職金はたつた 350万 円。一方、会社は 1億 円もの保険金を受け取つていた。この

ような大企業の横暴は絶対に許 してはいけない」と、夫は、会 う人、会 う人ごとに訴え
ていました。

1996年夏、夫は、団体生命保険のあり方を間う情報開示の運動の先頭に立って奔走し
ていました。その真っ只中で倒れ、どんなに無念だつたか、言葉では言い表すことがで

きません。この夫の思いを受け継いで今 日まで来ました。
この 3年 半、「おかしいぞ !団体生命保険」というこの闘いに、全国の多くの方から共

感 とご支援を頂きました。

裁判の回を重ねるなかで、私は、夫が生前に主張していたように、「団体生命保険は本
来の主旨どおり遺族保障として運用されるべき」ことへの確信を一層深めています。
500頁にく)及ぶ準備書面 30及 び 32を 読み進める中でもそのことを強く感 じています。
なぜなら、被告住友軽金属は、昭和48年から保険契約を開始 しているからです。その

当時の約款では、原則として会社が保険金を受け取ることが禁止されており、会社が受
け取つた保険金は遺族に引き渡すことを承知の上で契約をしています。
その上、夫が団体生命保険のありかたを公に問題にしていた1993年以降も、被告住友
軽金属は保険金額を増額 しています。二重の企業犯罪と言えるのではないでしょうか。
強い憤 りを感 じます。重大な責任を問われるべき問題です。

本年 5月 25日に、近藤裁判支援の会の要請団が上京し、生命保険協会や金融監督庁に

対 して、団体生命保険を本来の主旨 ・目的どおり運用するよう申し入れた際も、応対に

出た金融監督庁の担当者は、私の質問に対し、「団体生命保険の趣旨 ・目的は遺族保障に

ある」ということをあらためて認めています。

他人の生命にかける保険は、生まれたときからその濫用が懸念され′「会社は保険金を

受け取つてはならない」とされていました。会社が従業員にかける生命保険は 「遺族保

障」と言う趣旨がきちんと貫かれねばならないと、夫は命をかけて訴えました。
国連人権委員会の要請から帰り、亡くなる直前に次のように書き残 しています。「世界
が到達 した物の見方考え方が、私たちの国の職場でも当たり前となり、新 しいルールと
なっていくような世論をつくることの大切さをあらためて感 じてました」と。

人権侵害を許さない、社会正義を貫いた判決を宜しくお願い致します。
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松井労奨盟庭訴報.表人の経諦を裏却
鷲業が過轟とは認めない不当判決出

東海銀行の行員だつた夫(当時42)が急死したのは、心臓の持病のため禁止されていた

のに残業せざるを得なかったからとして、元銀行員の妻、昭子夫人が名古屋北労働基準

監督署長らを相手取 り、遺族補償年金の不支給を決めた処分の取消を求めた労災認定訴

訟の判決が 9月 28日、名古屋高裁でありました。

笹本淳子裁判長は、
「残業は 30分 程度のもので過重な労働とは言えず、病気を急激に悪

化させたとは言えない。」

と述べ、請求を棄却 した一審・名古屋地裁の判決を支持し、不当にも昭子夫人の控訴を棄

却しました。

松井労災認定裁判勝利判決に向けて、センターとしても、精力的に公正判決要請署名

に取 り組んでいました。判決の前日、昭子夫人から、ファックスで、公正判決要請署名

協力のお礼と、9月 22日までに、12)147筆 の署名を裁判所の方へ届けることができ、

昭子さんご自身から
「大変喜んで、励まされました。センターのニュースの紙面をお借 り

して心からの感謝とお礼を述べさせていただきたい。」

旨の連絡があつたところです。不当にも、残業の過重は認めませんでした。

私たちが、駐車禁止を30分 でもすれば、即違反切符を切られてしまうのに、持病の

ため禁止されていたにもかかわらず、業務命令で行った残業が過重ではないと何故言え

るのでしょうか。全く不当な判決と言わざるを得ません。

松井載判損害賠償請求訴報.次回公判決定
10月25日 (水)1&10名 地裁1101暑法廷

松井裁判は、労災認定訴訟だけでなく、損害賠償を求める訴訟も闘っています。こち

らの状況は、松井夫人から次のような報告を頂いていますので原文のまま紹介します。

「東海銀行は、災害補償規定を定めており、労災又はそれに準ずる場合補償するという

ものです。この規定の適用を求めての調停を1997年8月 に申し立てましたが、不調に終

わり、1998年9月本訴、損害賠償請求訴訟にいたりました。
9月 1日付け被告の準備書面 (5)は、長年の病状の変化について書かれていますが、そ

ういう認識があつたなら、なおさら打つ手があつたのでは 1とこちらも力が抜けません。

行政の判決内容と共に前進させたいものです。ご支援下さいませ。

署名がまだお手元にありましたら、

銀産労又は健康センターの方へお願いします。」
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r住軽念0争議受擢運摘会議』結成

■住軽金 9争 議 とは ア ルミ製品製造において、日本 トップメーカーにのし上がっ
た住友軽金属 (住軽金)と子会社のスミケイ運輸で闘わね′ている9つの争議を指します。

百益嘉〒

/1～

密 督 ぷ 経 品 素 子

議

歴 篭 薙 鯨
t  夫

・直太/96年 死亡 保 険金6,680万円の引き要しを求める     t
tO団  体  生  命  保  険 原告 ナii本信 子  被 告

・住友軽金属 t
t  夫

・祐三/94年 死亡 保 険金6,120万円の引き渡しを求める     ヽ

ヽO団  体  生  命  保  険  原 告 荒 木みつ江  被 告・住友軽金属 ヽ
 ヽ 夫
・弘孝/94年 死亡 保 険金6,120万円の引き渡しを求める     ヽ

iO団  体  生  命  保  険 原告 松 本 美 若  被 告
・住友軽金属 ヽ

 ヽ 夫
・孝 /94年 死亡 保 険金6,11

 ヽ 労 組役員であることで降格差別をするなど不当労働行為に対して  ヽ
tO労 災認定申請/労 働基準局 原 告 高 野 邦 夫  被 告・住友軽金属 t

じ′切測甚′露段逆をす軍晩免/野製努叫′ヒプ姿ガ男
団体生命保険 6裁 判の保険金の合計は、何と2億 6740万 円 !社員にかけた団体生

命保険金を会社が全額取得。遺族には、葬祭料などわずかな金額が支払われたのみ。ま
さに、「社員死して、会社もうかる」という図式が如実に現れている。
団体生命保険は、本来、社員の福利厚生を目的とするものではないでしょうか。

■ r住軽金 9争 議支援連絡会議」構 成の意 義

現在、住軽金,スミケイ運輸 (子会社)で は 9つ の争議が闘われ、それぞれ重要な出場
にさしかかっています。それにふさわしい闘いと組織体制の拡大強化をめざし「住軽金 9

争議支援 ・愛知連絡会議」が結成され、結成総会が 9月 21日午後 6時 30分より、全港湾 3

階で開催されましたc

それぞ加フの支授組織はそのまま運動を進めながらも、各々の組織が協同・拡大し、リス

トラ企業に対し、労働者の立場に立って誠実に早期解決をせまり、それぞれの争議勝利
をめざします。また、21世紀の職場の民主化、大企業の地域経済に対する社会的責任を

問いながら、職場 。地域から大きな影響を与える運動にするモ)のです。

■ 9争 議の闘 いと住軽金の現状

団体生分郷 筋 甥 秒 σ斧

近藤裁判は 9月 11日結審、12月11日(月)午後 1時 10分に判決。現在10万署
名に取り組んでいるところです。

労働者の命に保険を掛け、会社がぼろ儲けをする、とんでもない保険制度
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事 務 局 長

事務局次長

弁 護  団

の抜本的改革と遣族補償制度をめざしている。

強網出向

裁判は26回の公判を重ね、「四証人の採用を要請」する団体署名に取り組

んでいる。 しかし、裁判長はそろそろ結審へという動きく)ある。労働契約

承継など商法の一部改正があり、この法の悪用による強制出向、解雇が予

想され、この裁判の持つ意義が益々高まり、労働者保護法制定運動に運動

する闘いとなる。
ヌヾ夕拓 鞠 物 不当労騒行為

地労委の闘いも1年 6ヶ 月経過し15回の審間を重ねている。
ヌヾ舛 麓 朝 ″労災認定 愛知労働基準局 (労働局)へ 再審査請求中

住軽金の現状 生 産量は史上最高となっても、最近550名の徹底したリス トラを推進した。

そのため労働災害が増加し、 8月 5日 にも死亡災害事故が発生した。

日本アル ミニウム協会から批判の声も出ている。

■役員体制
代 表 委 員 阿部静六 (愛労連議長)猿 田正機 (強制出向を止めさせる会・中京大学教授)

篠原俊彦 (名港労協議長)近 森泰彦 (近藤裁判支援する会代表)

水野幹男 (団体生命保険弁護団)渡 辺三千夫 (愛知争議団事務局長)

土井照雄 (港地区労連議長)

原田弘一 (健康センター事務局次長)田 中洋行 (港健康センター事務局長)

水野幹男、竹内平、岩井羊一、海道宏美、三宅信幸、中谷雄二

第10期愛知働くものの健康センター

第1回理事会 報 告
10月5日 、午後 6時 半から、第10期愛知健康センター第 1回 理事会が

労働会館 2F会 議室で開かれました。出席者からの活動報告、協議事

項についての議論の内容を、箇条書でまとめました。

■報告事項

1.住 友軽金属関連 9争 議支援連絡会が、80余名で結成された。住友財閥と闘う大きな

運動体ができたことを喜びたい。10月14日、11月15日港北公園から住軽金までデモと

座 り込みを予定。
2.労 働基準監督署に、港地域で26件もの事故が起こつているので、職場巡視をするな

り、文書による指導をするように要請 したが動こうとしない。労働行政が企業向けに

なつていることを示している。
3.松 井労災認定請求裁判高裁判決で敗訴

被災者が残業禁上の健康状態であることを知 りながら、30分の残業をさせ、仕事中

に倒れているにもかかわらず、30分程度の勤務超過は過重ではないとして、敗訴にな

りました。松井夫人は判決後、ショックを隠せませんでした。 しかし、矛盾 したこの

判決を不服として最高裁に上告するものと思われます。残業禁上の労働者を残業させ

た安全配慮義務違反の追求をしなければいけません。また、健康問題は労働者の個人
の状況に応じて判定しなければならないという最高裁判決を下級審に定着させたいも
のです。なお、損害賠償請求裁判は継続中ですので、引き続きご支援をお願いします。
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4.鈴 木裁判は高裁で争われていますが、意見書を出した被告側の石が証言に立つこと

を拒否 しています。別の医師を捜すようですが、次回、11月15日が結審になる模様で

す。判決は来年と予想されます。署名を宜しく。    ′

5.小 牧市で、小中学校の教職員労働安全衛生の規定が作られたが、労安法に違反する

様々な規定がある。そのため、組合で県労働監督署へ実情をを知らせると共に、指導

方法を教えてもらいました。市町村の実態を聞いて大変驚いているようで、人事委員

会へ問題を持ち込むのが良いようです。

当面、12月2～ 3日 に開かれる、愛知労働安全衛生学校の分科会に全労働組合を呼

んで、交流を深めるとともに、できるだけ早い機会にセンヽタ
ーとして接触を持ち、定

期的な交流を約束したいと思います。

6.名 水労の労安学習会に約200人が集まり、
一泊二日で行われました。立派な冊子を配

布 してもらいました。各組合でこのような学習会が労使共同でできるようになると良

い。吉川理事には公務員の労安体制についていろいろ指導 していただきました。

7.県 内の道路公害についての交流集会が行われ、18団体、38名が集まりました。高速

道路沿線の住民に、大きな健康被害がおこされていることが報告されました。地域セ

ンターの運動を進めるうえで、健康センタ
ーとしてこの問題も取 り上げる必要がある

ように思いました。

■協議事項

1.全 国センター活動交流集会に50名以上の参加を !

10月28～29日、豊橋で開催。愛知は、事務局の手伝いもありますので、28日10時頃

までに集合可能な人はご協力下さい。

各組織で労案の活動家を育てるためには、このような全国交流集会に参加 して学ぶこ

とが大きな力となります。積極的な取り組みをお願いします。

2.愛 知労働安全衛生学校への参加について

社保協・愛労連主催、健康センタ
ー協力の行事です。100名以上の参力置を目指して取

り組みを強めたいと思います。

3.セ ンター主催の健康大学について

2001年5月 の連休以後、センター活動の成果や学習要求に合わせたテ
ーマで有料の

講義を数回に分けて行 う予定です。裁判に係わつた専門家・弁護士。医師・労安活動家を

講師に迎えたいと考えています。

<お  願  い >

情報の交換と運動の前進のために、理事会への参加をよろしくお願いします。

◇◆◇◆◆◇◆◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

働くもののいのちと健康を守る

にご参加を !
7θガ 2β 往 ノ/′f切=2 9rgノ ″ 抑 豊績市 fホテル日競豊橋

今回は、全国センター設立前の準備会主催の全国集会に続き、愛知での開催です。愛

知健康センター総会や事務局機関会議でも多数の参加で成功させようと位置づけて取り

組んでいます。愛知での活動報告や全国での活動経験を学び合 う集会です。ぜひ、多数

の参加をお願いする次第です。

準備のなかで、分科会の事例報告での愛知関係は、

第 1分科会 港 地域センターの地域での活動 (田中港センター事務局長)

第 2分 科会 住 友軽金属でのいのちと健康を守る活動 (鈴木健康と家庭を守る会)

助言者 :佐々木常任理事 (夜勤長時間労働研究会担当)
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第 5分 科会 近 藤団体生命裁判闘争 (近藤裁判原告)

第 6分 科会 名 古屋市業務士けい腕・腰痛裁判勝利と控訴の闘い (玉置原告・支援の会)

などが予定されています。分科会での報告・発言は自由にできますので、ぜひ発言準備も

お願いします。また、地元開催 ということで、歓迎の挨拶は、阿部愛労連議長です。さ

らに、会場が豊橋ということもあり、宿泊せずに日帰 り参加も可能です。 日帰り参加の

場合は、4,000円 の参加費のみです。

申し込みは、 ι ワ ちを健康全国をンター (TEL 03-5977-1006) または

愛知働 ぐものの健康をンター(TEL 052-883-6966)まで。

愛知健康センターが支援 している、過労死認定訴訟などの法廷日程は、以下のとおり

です。勝利に向けて、是非、傍聴をお願いいたします。

月  日 事 件 名 内 容 法 廷 な ど の 時 間

10月 20日 (金) スミケイ運輸 (降格差別)林事件 地労委 (AM10:00)

10月 23日 (月) 名古屋市市職労労災認定控訴審

10月 25日 (水) 大同特殊鋼 (過労死)吉 川裁判
トヨタ (過労死)田 島裁判 |

東海銀行 (過労死損害賠償)松井裁判

地裁1101(AM10:30)

地裁1101(PMl:10)

J旦義鬼1101(PMl:10)

11月 6日 (月) スミケイ運輸 (降格差別)林事件 地労委 (AM10:00)

11月 8日 欲) スミケイ運輸 (団体生命保険)園山・高野裁判 地裁1101(AM10:30)

11月 9日 (木) 過労死裁判判例研究会 水野法律事務所18:30

11月 15日 (水) 労基署 (過労死 ・労災)鈴木裁判 結 審

(判決は、2001年 1月末～2月 の予定)

11月 19日 (日) 名古屋過労死家族の会 総 会 水野法律事務所 (13:00)

11月22日(水)
～23日(祝)

全国過労死家族の会労働省交渉
「過労死をなくす集い」(東京)

11月 27日 (月) あおぞら裁判 判 決
4 ‐

12月 11日 (月) 住軽金(団体生命保険)近藤裁判 判 決 地裁大法廷(PMl:10)

ニュースの原稿を、下記までお寄せ下さい。原稿は、FAX又はフロッピィで。
住所 〒 464-0005 千 種区千代が丘1-110-102

FAX (o52)774-5474
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